
          

 

仄
聞
に
よ
る
と
、
五
月
一
〇
日
、『
Ｊ
Ｒ
東
日

本
労
働
組
合
』（
旧
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
と
ジ

ェ
イ
ア
ー
ル
労
組
）
結
成
に
反
発
し
た
、
旧
グ
リ

ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
と
旧
鉄
産
労
の
方
々
が
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
を
結
成
し
た
模
様
だ
。 

国
労
東
日
本
本
部
発
行
の
「
業
務
連
絡
報
№

一
一
一
二
」
で
お
知
ら
せ
し
た
内
容
は
以
下
の

通
り
。 

昨
年
末
の
１
２
月
１
６
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ

ニ
オ
ン
と
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労
組
が
、
よ
も
や
の

組
織
統
一
の
大
会
を
し
、
新
組
合
『
Ｊ
Ｒ
東
日

本
労
働
組
合
』
を
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

巡
っ
て
は
、
上
部
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
連
合
と
の

関
係
に
内
部
か
ら
も
異
論
・
反
論
が
有
っ
た
よ

う
に
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
目
に
見
え
る

形
で
動
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
も
そ
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
、
旧
鉄 

          

産
労
・
鉄
労
・
国
労
内
の
一
部
が
離
合
集
散
の

上
に
ま
と
ま
っ
た
組
織
で
し
た
。 

そ
し
て
、
も
う
一
方
の
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労
組

は
、
表
向
き
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
正
常
化
を
求
め
て

分
裂
し
た
組
織
（
現
在
も
、
リ
ス
ト
裁
判
と
し

て
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
の
革
マ
ル
裁
判
問
題
と
し
て

継
続
中
）
で
あ
り
、
こ
の
２
組
合
の
統
一
は
、

「
民
主
化
闘
争
」
で
一
貫
し
て
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組

≒

革
マ
ル
」
と
し
て
攻
撃
し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
ユ
ニ
オ
ン
の
ス
タ
ン
ス
か
ら
す
れ
ば
「
水
と

油
」
で
あ
り
、
な
ぜ
合
併
な
の
か
誰
も
が
不
思

議
に
思
う
所
で
す
。 

結
成
大
会
で
準
備
委
員
長
が
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
お
け
る
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
偏
重
の
労
使
関
係
を

正
し
～
」
と
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。「
敵
の
敵
は 

味
方
」
で
し
か
一
致
で
き
ず
、
組
合
員
不
在
の 

           

組
織
統
一
と
言
っ
て
も
過
言
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

予
想
通
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
働
組
合
本
部
方

針
に
反
発
し
た
組
合
員
が
反
旗
を
翻
し
、
新
組

合
を
結
成
し
た
模
様
だ
。 

結
成
し
た
組
織
は
一
八
〇
名
程
で
、
委
員
長

は
菅
野
氏
（
仙
台
）、
副
委
員
長
は
秋
山
氏
（
東

京
）・
飯
野
氏
（
仙
台
）、
事
務
局
長
は
国
井
氏
（
新

潟
）
と
い
う
。 

こ
の
新
組
合
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟
申
請
を

行
う
予
定
ら
し
い
。 

今
後
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
国
労
拡
大
は
途
切
れ
る
事

無
く
進
ん
で
い
る
。 

情
勢
に
流
さ
れ
る
事
無
く
、
国
労
加
入
を
、
仲

間
に
呼
び
か
け
よ
う
。 

組
織
部
報 

国
労
東
日
本
本
部 

 
 
 
 

組
織
部 

２
０
１
４
年 

５
月
１
４
日 

国
労
加
入
を 

大
胆
に
訴
え
よ
う
！ 

グ
リ
ー
ン
と
鉄
産
労
が
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
を
結
成
？
！ 


